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同
協
会
を
構
成
す
る
Ｊ
Ａ

は
だ
の
業
種
別
部
会
の
部
会

員
ら
は
、
野
菜
苗
や
花
苗
な

ど
を
販
売
し
た
他
、
来
場
者

か
ら
の
野
菜
作
り
な
ど
に
関

す
る
質
問
に
丁
寧
に
応
え

た
。
花
き
部
会
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
部
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
無
料
配
布
し
、
来
場
者

に
「
母
の
日
に
は
秦
野
の
花

を
贈
っ
て
」
な
ど
と
呼
び
掛

け
た
。

Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
や
え
の
ち
ゃ

ん
」
と
「
ぴ
ー
な

マ
ン
」
も
駆
け
付

け
、
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。
Ｊ
Ａ
が

販
売
し
た
ベ
ビ
ー

カ
ス
テ
ラ
「
ぴ
ー

な
マ
ン
焼
き
」

も
、
幅
広
い
世
代

の
来
場
者
か
ら
人

気
を
呼
ん
だ
。

市
内
外
か
ら

１
万
人
来
場

春
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

秦
野
市
園
芸
協
会
は

、


の
両
日
、
本
所
敷
地
内
で

「
園
芸
協
会
春
ま
つ
り
」
を

開
い
た
。
市
内
外
か
ら
合
計

約
１
万
人
が
来
場
し
、
会
場

は
連
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

た
。

材
の
テ
キ
ス
ト
は
、
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
農
家
の

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
。
補

助
教
材
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
セ
ッ
ト

に
し
、
児
童
が
よ
り
効
果
的

に
学
べ
る
よ
う
工
夫
し
て
い

る
。内

田
教
育
長
は
「
教
材
を

有
効
活
用
し
、
児
童
の
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

市
役
所
で
教
材
の
贈
呈
式
を

開
き
、
山
口
政
雄
組
合
長
が

内
田
賢
司
教
育
長
に
教
材
を

手
渡
し
た
。

取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
が
実
践
す
る
食
農
教
育
応

援
事
業
の
一
環
で
、
２
０
０

９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
教

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
食
農
教

育
補
助
教
材
「
農
業
と
わ
た

し
た
ち
の
く
ら
し
」
を
市
内

の
小
学
５
年
生
に
毎
年
贈

り
、
食
や
農
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
る
。
今
年
は
各
校
に

合
計
約
１
６
０
０
部
を
配

布
。
３
月

日
に
は
、
秦
野

ス
な
ど

品
目
以
上
の
野
菜

苗
を
育
て
て
い
る
ハ
ウ
ス

や
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
を

作
付
け
す
る
畑
を
見
学
。
栽

培
品
目
や
管
理
方
法
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後

「
普
通
の
苗
と
接
ぎ
木
苗
の

違
い
は
」
「
マ
ル
チ
は
ど
の

く
ら
い
の
期
間
使
用
す
る
の

か
」
な
ど
と
質
問
し
た
。

小
泉
武
委
員
長
は
「
組
合

員
同
士
の
交
流
は
大
切
。
今

後
も
実
際
に
生
産
現
場
を
見

て
も
ら
い
、
地
域
農
業
の
フ

ァ
ン
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

域
の
農
家
を
訪
問
し
、
圃
場

（
ほ
じ
ょ
う
）
の
見
学
や
農

家
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
地

域
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
施
設

と
露
地
で
野
菜
を
生
産
す
る

古
谷
昇
さ
ん
の
協
力
の
下
、

参
加
者
９
人
が
栽
培
方
法
な

ど
を
学
ん
だ
。

参
加
者
は
、
ト
マ
ト
や
ナ

員
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

農
業
学
習
会
を
開
い
た
。
地

北
支
所
運
営
委
員
会
は


日
、
新
た
に
加
入
し
た
組
合


の
両
日
の
組
合
員
訪
問
日

で
配
布
す
る
「
座
談
会
報
告

号
」
で
組
合
員
に
報
告
す

る
。

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
挙
が

っ
た
。

Ｊ
Ａ
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

・
要
望
は
、
担
当
部
署
や
理

事
会
で
検
討
し
、
５
月

、

の
自
己
改
革
に
対
し
て
准
組

合
員
が
協
力
で
き
る
こ
と
は

何
か
」
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
畑
に
来

て
情
報
提
供
し
て
く
れ
て
と

て
も
助
か
っ
て
い
る
」
な

当
者
）
の
活
動
な
ど
が
話
題

の
中
心
と
な
っ
た
。

組
合
員
か
ら
は
「
新
規
就

農
者
ら
へ
の
支
援
を
も
っ
と

強
化
し
て
ほ
し
い
」
「
Ｊ
Ａ

対
策
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域
農
業

の
担
い
手
に
出
向
く
営
農
担

度
事
業
計
画
の
他
、
農
業
機

械
の
レ
ン
タ
ル
や
鳥
獣
被
害

会
場
で
は
、
２
０
１
７
年

度
事
業
報
告
や
２
０
１
８
年

５
０
人
に
年
間
の
栽
培
品
目

や
農
作
業
の
手
順
な
ど
を
説

明
。
畑
で
は
、
小
松
菜
と
チ

ン
ゲ
ン
サ
イ
の
播
種
（
は
し

ゅ
）
方
法
や
被
覆
材
を
掛
け

る
作
業
な
ど
を
指
導
し
た
。

園
主
の
和
田
さ
ん
は
「
利

用
者
の
方
々
が
た
く
さ
ん
の

収
穫
物
と
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
持
っ
て
帰
れ
る
よ
う
な

農
園
に
し
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
た
。

を
後
押
し
。
Ｊ
Ａ
営
農
課
職

員
が
定
期
的
に
訪
問
し
、
作

付
け
計
画
の
策
定
や
栽
培
指

導
な
ど
に
協
力
し
て
い
る
。

６
～
８
日
に
は
、
和
田
さ

ん
が
園
内
に
あ
る
ハ
ウ
ス
で

１
回
目
と
な
る
栽
培
講
習
会

を
開
き
、
参
加
者
合
計
約
１

の
指
導
の
下
、
園
の
作
付
け

計
画
に
沿
っ
て
農
作
業
に
励

み
、
収
穫
し
た
野
菜
を
得
る

仕
組
み
だ
。

同
園
は
全

区
画
で
、
面

積
は
そ
れ
ぞ
れ

平
方
㍍
。

和
田
さ
ん
が
用
意
し
た
種
や

肥
料
、
農
具
な
ど
の
資
材
を

使
っ
て
年
間
約

品
目
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
、
１
区
画

当
た
り
年
間
４
万
円
（
税

別
）
で
利
用
で
き
る
。
利
用

者
同
士
の
交
流
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
互
い
に
協
力
し

て
野
菜
を
作
る
共
同
区
画
な

ど
も
用
意
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
も
同
園
の
開

園
支
援
を
営
農
経
済
改
革
の

柱
に
位
置
付
け
、
取
り
組
み

平
沢
に
市
内
初
と
な
る
、

生
産
緑
地
を
活
用
し
た
体
験

型
農
園
「
名
水
湧
く
湧
く

（
わ
く
わ
く
）
農
園
」
が
誕

生
し
た
。
利
用
者
は
年
間
利

用
料
を
支
払
い
、
園
主
を
務

め
る
農
家
・
和
田
礼
子
さ
ん

み
手
の
一
人
で
あ
る
花
き
農
家
の
小

野
孝
允
さ
ん
は
、
高
校
生
の
山
﨑
友

萌
さ
ん
と
作
業
に
励
ん
だ
。
小
野
さ

ん
は
「
今
後
も
若
い
人
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
一
緒
に
秦
野
の
特
産
を
守

り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

桜
の
花
が
八
分
咲
き
の
状
態
で
摘

み
取
る
た
め
、
時
間
と
の
勝
負
。
摘

食
用
八
重
桜
の
出
荷
量
が
全
国
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
秦
野
市
で
４
月

上
旬
、
地
元
農
家
ら
に
よ
る
桜
の
摘

み
取
り
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
収
穫

し
た
桜
は
農
家
グ
ル
ー
プ
ら
が
集
荷

し
、
同
市
の
特
産
品
で
あ
る｢

桜
の

塩
漬
け｣

な
ど
に
加
工
す
る
。

八
重
桜
の
収
穫
ピ
ー
ク

ド
く
じ
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
同
支
所
ま
で
。
☎


－
０
０
１
９

な
お
、
こ
れ
ま
で
休
日
に
本
所
で

開
催
し
て
い
た
ロ
ー
ン
相
談
会
と
年

金
相
談
会
は
、
５
月
か
ら
本
町
支
所

で
開
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

融
資
課
☎

－
７
７
１
３
、
信
用
課

☎

－
７
７
１
６
ま
で
。

本
町
支
所
が
５
月
７
日
、
新
装
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
新
店
舗
は
、
鉄
骨

２
階
建
て
で
、
面
積
は
約
１
１
０
０

平
方
㍍
。
全
自
動
貸
金
庫
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

５
月
７
日
（
月
）
～

日
（
金
）

の
オ
ー
プ
ン
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
利
用
者
先
着
１
０
０
０
人
を
対

象
に
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ス
ピ
ー

地
域
貢
献
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
髙
橋
さ
ん
。
秦

野
市
交
通
安
全
協
会
の
活

動
に
協
力
す
る
他
、
青
少

年
相
談
員
な
ど
と
し
て
も

活
躍
し
て
い
る
。
生
産
組

合
長
を
務
め
る
の
は
初
め

て
の
経
験
。
「
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

だ
が
、
こ
れ
か
ら
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
む
。

日
曜
大
工
が
趣
味
で
、

孫
が
使
う
椅
子
な
ど
を
作

る
こ
と
が
良
い
息
抜
き
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
髙
橋

さ
ん
。
「
孫
の
成
長
を
見

守
る
こ
と
が
楽
し
み
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
を

第
一
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

組
合
員
教
育
事
業
国
外
視

察
団
の
団
員
と
し
て
訪
問

し
た
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
現

地
の
農
業
や
文
化
な
ど
を

学
習
。
団
員
の
仲
間
と
は

台
湾
へ
旅
行
に
出
掛
け
る

な
ど
、
定
期
的
に
交
流
を

続
け
て
い
る
。

わ
り
で
、
収
穫
し
た
も
の

は
家
族
で
食
べ
る
他
、
自

宅
に
併
設
す
る
無
人
直
売

所
で
販
売
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
事
業
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
受
講
し
た
協

同
組
合
講
座
で
幅
広
い
分

野
の
知
識
を
習
得
し
た
。

る
。現

在
、
水
田

㌃
で
米

作
り
に
励
ん
で
い
る
他
、

友
人
と
借
り
た

㌃
の
畑

で
サ
ト
イ
モ
や
シ
ョ
ウ

ガ
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
を
栽

培
。
農
薬
を
ほ
ぼ
使
用
せ

ず
に
育
て
る
こ
と
が
こ
だ

４
月
か
ら
南
矢
名
下
部

生
産
組
合
の
生
産
組
合
長

に
就
任
し
た
、
南
矢
名
の

髙
橋
文
雄
さ
ん
。
農
家
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
育

ち
、
小
さ
い
頃
か
ら
家
業

の
手
伝
い
に
汗
を
流
し

た
。
高
校
を
卒
業
後
、
清

涼
飲
料
水
を
製
造
・
販
売

す
る
会
社
に

年
間
勤

務
。
退
職
後
は
、
農
業
や

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
に
力
を
注
い
で
い

南矢名の

髙橋
た か は し

文雄
ふ み お

さん()



農
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
注
力

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
６
～

日
、
市
内

会
場
で
春
の
座
談
会
を
開
い
た
。
組
合
員
の
声

を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
。
出
席
し
た
合
計
１
２
４
６
人
か

ら
、
６
４
５
件
の
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

じばさんずで苗

を買ってきたよ。

だけど、どんな肥

料を使ったらいい

か分からないんだ。ＪＡ

が相談に乗ってくれるっ

て聞いたんだけど、やえ

のちゃんは知ってる？

もちろんよ。

じばさんずの横

にある園芸資材

店舗「ＪＡグリ

ーンはだの」で、専業農

家だけではなく家庭菜園

やガーデニングのことも

相談に乗っているわ。

病害虫について詳しく

調べられるパソコンもあ

るから、作物が病気にな

ってしまった時は、被害

が出た葉などを持ってい

くと、原因や対策を調べ

られるのよ。

毎月資材の割引キャン

ペーンをしているから、

売り場もぜひチェックし

てみてね。

困った時はＪＡ

グリーンに相談だ

ね。教えてくれて

ありがとう、やえ

のちゃん。

頼
り
に
な
る
ぞ
園
芸
相
談

市
内
各
地
で
タ
ケ
ノ
コ
の
収
獲
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
じ
ば
さ
ん
ず
に
は
連
日
、
新
鮮
な
秦
野

産
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
地
元
農
家
は
加
工
品
作

り
に
も
励
ん
で
い
る
。

今月の特集
４～５面

タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
真
っ
盛
り

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
メ
ー

ル
を
利
用
し
た
情
報
配
信
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

月
２
回
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

と
、
営
農
・
じ
ば
さ
ん
ず
・

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し

て

い

ま

す
。
上
記

の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読

み
取
り
、
簡
単
な
手
続
き
を

進
め
る
だ
け
で
登
録
で
き
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
組
織
教

育
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

４

メ
ー
ル
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
登
録
を

山﨑さん㊨に摘み取り方を教える小野さん

良
質
な
野
菜
苗
な
ど
が
並
ん
だ
会
場

栽培指導にＪＡも協力

利用者に播種の方法を教える和田さん㊨

本
町
支
所
が
新
装
オ
ー
プ
ン

５月７日から記念イベント

生
産
緑
地
に
体
験
型
農
園

会場で春の座談会 ／ 1246人が出席

組
合
員
の
声
を

Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映

主な意見要望は
報告号に掲載

北支所
運営委

学
習
会
で
理
解
深
め

新
し
い
仲
間

農
業
フ
ァ
ン
に

活発に意見が挙がった上町（南地区）の座談会

内
田
教
育
長
㊨
に
教
材
を
贈
る
山
口
組
合
長

食
と
農
の
大
切
さ
伝
え
る

市
内
の
小
学
５
年
生
に
教
材
贈
る

古谷さん㊨から野菜苗について説明を受ける参加者

(://-/)（） 年(平成30年)月日(木曜日) 年(平成30年)月日(木曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の
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メ
ン
バ
ー
の
岩
佐
ス
エ
子

さ
ん
は
「
秦
野
の
伝
統
を
絶

や
さ
な
い
よ
う
に
仲
間
と
共

に
続
け
て
い
く
」
と
話
し

た
。桜

の
塩
漬
け
は
、
６
月
か

ら
じ
ば
さ
ん
ず
や
特
産
セ
ン

タ
ー
秦
野
・
渋
沢
の
両
店
で

販
売
す
る
予
定
だ
。

に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
一
品

で
、
昔
か
ら
祝
い
の
席
の
桜

湯
な
ど
に
使
わ
れ
、
現
在
は

料
理
や
菓
子
な
ど
に
も
用
途

が
広
が
っ
て
い
る
。

の
ピ
ン
ク
色
が
濃
い
品
種

「
関
山
」
を
軸
が
付
い
た
ま

ま
、
白
梅
酢
と
塩
で

日
間

ほ
ど
漬
け
込
ん
だ
も
の
。
県

の
「
か
な
が
わ
ブ
ラ
ン
ド
」

こ
と
か
ら
、
例
年
よ
り
一
週

間
ほ
ど
早
く
作
業
が
ス
タ
ー

ト
。
３
日
間
で
１
５
０
㌔
以

上
を
加
工
し
た
。

桜
の
塩
漬
け
は
、
花
び
ら

千
村
の
農
家
グ
ル
ー
プ

「
千
村
若
竹
加
工
部
」
は
９

～

日
、
「
桜
の
塩
漬
け
」

の
加
工
作
業
に
励
ん
だ
。
今

年
は
桜
の
開
花
が
早
か
っ
た

秦

友

会

が

総

会

新
会
長
は
加
藤
さ
ん

秦
野
市
農
業
後
継
者
ク
ラ

ブ
「
秦
友
会
」
は
４
日
、
本

所
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
で
第


回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

会
員

人
の
他
、
市
農
産
課

や
市
農
業
経
営
士
会
、
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関

係
者
が
出
席
。
上
程
し
た
４

議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。２

０
１
７
年
度
活
動
報
告

お
よ
び
収
支
決
算
、
２
０
１

８
年
度
活
動
計
画
案
お
よ
び

収
支
予
算
案
、
役
員
の
選
任

な
ど
を
審
議
し
た
。
新
会
長

に
は
、
小
菊
な
ど
を
栽
培
す

る
平
沢
の
加
藤
宗
雅
さ
ん
が

就
任
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
「
会
の
活
動

を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
毎
年
７
月
に

実
施
し
て
い
る
迷
路
事
業
を

幅
広
い
世
代
が
楽
し
め
る
よ

う
な
も
の
に
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。


歳(

米
寿)

▽
大
根
地
区
＝
上
和
子

（
北
矢
名
）

▽
東
地
区
＝
西
島
幸
助

(

西
田
原)

武
一
夫(

寺
山)

▽
西
地
区
＝
大
木
利
宏

（
堀
山
下
）
古
関
梅
子
（
堀

山
下
）

歳(

喜
寿)

▽
本
町
地
区
＝
安
居
院
サ

ダ
子
（
末
広
町
）
古
谷
志
げ

子
（
曽
屋
）

▽
南
地
区
＝
髙

睦
子

（
尾
尻
）

▽
西
地
区
＝
高
橋
弘
（
並

木
町
）

▽
上
地
区
＝
清
水
タ
マ
ミ

（
菖
蒲
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
各
支
所
・
支
店

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳
以
上

▽
鶴
巻
地
区
＝
宇
山
き
く

（
鶴
巻
南
）

▽
本
町
地
区
＝
遠
藤
喜
美

江
（
本
町
）

▽
南
地
区
＝
加
藤
ハ
ツ

（
平
沢
）

▽
北
地
区
＝
伊
澤
末
枝

（
横
野
）
今
井
か
め
（
羽

根
）▽

西
地
区
＝
一
安
ヲ
ワ
リ

（
堀
川
）
小
室
寿
晴
（
渋

沢
）▽

上
地
区
＝
牧
石
友
信

（
八
沢
）
山
口
福
太
郎
（
菖

蒲
）

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

と
記
念
品
を
手
渡
し
「
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
た
。

遠
藤
さ
ん
は
「
元
気
の
秘

訣
（
ひ
け
つ
）
は
、
好
き
嫌

い
せ
ず
何
で
も
食
べ
る
こ

と
。
孫
が
山
梨
県
の
温
泉
や

江
ノ
島
な
ど
遠
出
に
誘
っ
て

く
れ
る
の
で
、
一
緒
に
出
掛

け
る
の
が
楽
し
み
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
長
寿
の

祝
い
年
を
迎
え
る
組
合
員
に

記
念
品
を
贈
る
「
い
き
い
き

ラ
イ
フ
支
援
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。


日
に
は
、
山
口
政
雄
組

合
長
が
１
０
０
歳
以
上
の
組

合
員
宅
４
軒
を
訪
問
。
本
町

に
住
む
遠
藤
喜
美
江
さ
ん

（
１
０
１
歳
）
に
、
秦
野
産

の
バ
ラ
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

流
し
た
。

新
採
用
職
員
の
石
井
優
奈

さ
ん
は
「
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
、
組
合
員
の
気
持
ち
に

常
に
寄
り
添
い
な
が
ら
業
務

に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と
意

気
込
む
。

和
田
さ
ん
は
「
組
合
員
の

声
を
し
っ
か
り
聞
き
取
り
、

要
望
に
応
え
ら
れ
る
職
員
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
２
０
１
８
年

度
新
採
用
職
員
９
人
は
３
月


、

の
両
日
、
秦
野
市
内

の
農
業
経
営
士
３
人
の
下
で

農
家
実
習
を
行
っ
た
。
作
業

に
励
み
、
農
業
の
重
要
性
を

学
ん
だ
。

柳
川
で
バ
ラ
な
ど
を
栽
培

す
る
和
田
稔
さ
ん
の
温
室
で

は
、
３
人
の
新
採
用
職
員
が

作
業
。
バ
ラ
の
わ
き
芽
か
き

や
、
出
荷
用
に
茎
の
長
さ
を

調
整
す
る
作
業
な
ど
に
汗
を

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

状
を
含
め
て
部
員

人
が
出

席
。
役
員
改
選
で
は
、
鉢
花

な
ど
を
栽
培
す
る
南
支
部
の

冨
田
茂
靖
さ
ん
を
新
委
員
長

に
選
ん
だ
。

総
会
で
は
、
２
０
１
７
年

度
活
動
報
告
や
２
０
１
８
年

度
活
動
計
画
な
ど
を
全
会
一

致
で
可
決
。
部
員
自
ら
が
Ｊ

Ａ
の
自
己
改
革
を
推
し
進
め

る
こ
と
を
確
認
す
る
「
特
別

決
議
」
も
採
択
し
た
。

冨
田
委
員
長
は
「
Ｊ
Ａ
運

動
の
先
頭
に
立
っ
て
積
極
的

に
活
動
し
、
部
員
の
増
加
な

青
年
部
は

日
、
本
所
農

業
団
地
セ
ン
タ
ー
で
第

回

通
常
総
会
を
開
い
た
。
委
任

再
び
桜
料
理
を
考
案
し
た
。

小
野
瀬
幸
弘
さ
ん
が
店
長
を

務
め
る
菩
提
の
ラ
ー
メ
ン
店

「
味
乃
大
久
保
」
は
、
一
口

食
べ
る
と
口
い
っ
ぱ
い
に
桜

の
香
り
が
広
が
る
「
秦
野
桜

つ
け
麺
」
と
「
秦
野
桜
餃
子

（
ぎ
ょ
う
ざ
）
」
を
期
間
限

定
で
販
売
。
多
く
の
来
店
者

か
ら
人
気
を
呼
ん
だ
。

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
年

々
深
刻
化
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
昨
年
４
月
に
は

地
元
農
家
の
指
導
の
下
、
八

重
桜
の
摘
み
取
り
か
ら
加
工

ま
で
を
実
践
。
完
成
し
た
桜

の
塩
漬
け
を
使
っ
た
料
理
を

期
間
限
定
で
提
供
し
た
。

今
年
は
、
同
市
が
取
り
組

む
「
ハ
ダ
恋
桜
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
協
力
し
、
各
店
舗
が

に
伝
え
て
い
る
。

同
グ
ル
ー
プ
が
八
重
桜
に

着
目
し
た
の
は
、
農
家
か
ら

桜
の
摘
み
手
が
減
少
し
て
い

る
状
況
を
聞
い
た
こ
と
が
き

っ
か
け
。
同
市
の
食
用
八
重

桜
の
出
荷
量
は
全
国
シ
ェ
ア

７
、
８
割
を
誇
っ
て
い
る

が
、
摘
み
手
と
な
る
農
家
の

摘
み
手
を
増
や
そ
う
と
、
特

産
品
で
あ
る
「
桜
の
塩
漬

け
」
を
使
っ
た
料
理
を
各
店

舗
が
来
店
者
に
振
る
舞
い
、

八
重
桜
の
魅
力
を
多
く
の
人

市
内
の
若
手
飲
食
店
主
ら

で
組
織
す
る
「
秦
野
ベ
ジ
フ

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
、
食
用

八
重
桜
の
伝
統
を
守
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
桜
の

全
て
を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。可

決
し
た
の
は
、
２
０
１

７
年
度
活
動
報
告
や
２
０
１

８
年
度
活
動
計
画
な
ど
合
計

３
議
案
。
髙
橋
照
雄
部
会
長

は
「
今
後
の
資
産
運
用
に
大

き
く
影
響
す
る
生
産
緑
地
制

度
の
動
き
に
つ
い
て
、
部
会

全
体
で
し
っ
か
り
と
情
報
を

共
有
し
て
い
き
た
い
」
と
、

同
部
会
の
今
年
度
の
活
動
方

針
を
述
べ
た
。

総
会
前
に
は
司
法
書
士
の

岡
山
司
氏
が
「
ど
う
す
る
？

あ
な
た
の
資
産
継
承
」
と
題

し
て
講
演
。
財
産
管
理
会
社

へ
の
資
産
移
転
や
成
年
後
見

制
度
の
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

挙
げ
た
上
で
、
家
族
や
親
族

に
財
産
管
理
を
託
す
「
家
族

信
託
」
の
活
用
を
呼
び
掛
け

た
。

資
産
運
用
部
会
が
総
会

｢

家

族

信

託｣

学

ぶ

資
産
運
用
部
会
は
６
日
、

本
所
で
第

回
通
常
総
会
を

開
い
た
。
部
会
員
１
２
５
人

が
出
席
し
、
上
程
し
た
議
案

依
頼
主
と
直
接
話
を
す

る
こ
と
で
、
デ
ザ
イ
ン
に

対
す
る
要
望
を
く
み
取
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。



や
り
が
い
は
？

や
は
り
、
自
分
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
も
の
が
実
際
に

商
品
や
広
告
な
ど
の
形
に

な
る
こ
と
が
一
番
う
れ
し

い
で
す
。



趣
味
は
？

サ
ー
フ
ィ
ン
が
大
好
き

で
す
。
大
磯
町
な
ど
の
海

岸
に
朝
４
時
か
ら
出
掛
け

て
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。



今
後
の
展
望
は
？

特
に
野
菜
や
動
物
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
描
く
の
が
得
意
な

の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て

子
ど
も
向
け
の
絵
本
を
描

い
て
み
た
い
で
す
。

公
募
し
て
い
た
「
う
で
ピ

ー
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
応

募
し
て
採
用
さ
れ
た
。
以

来
、
は
だ
の
じ
ば
さ
ん
ず

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
を
多
数
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
る
。



今
ま
で
手
掛
け
た

作
品
は
？

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

の
広
告
や
大
学
生
協
の
カ

タ
ロ
グ
な
ど
、
幅
広
く
デ

ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
商
品
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
背
景
に
よ
く

登
場
す
る
丹
沢
の
山
並
み

は
、
毎
回
市
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
ス
ケ
ッ
チ
を

し
て
、
デ
ザ
イ
ン
に
使
用

し
て
い
ま
す
。



心
掛
け
て
い
る
こ

と
は
？

イ
ン
事
務
所
を
立
ち
上

げ
、
大
手
企
業
の
広
告
の

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な

ど
を
務
め
た
。
そ
の
後
、

秦
野
で
独
立
し
、
Ｊ
Ａ
が

市
で
仲
間
と
一
緒
に
デ
ザ

Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
商
品

「
う
で
ピ
ー
」
や
「
丹
沢

は
だ
の
梨
サ
イ
ダ
ー
」
な

ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
相
田
三
三
男
さ

ん
。
幼
い
頃
か
ら
漫
画
家

に
憧
れ
、
高
校
卒
業
後
は

デ
ザ
イ
ン
の
専
門
学
校
に

進
学
。

歳
の
時
に
横
浜

ＪＡ商品のデザイン考案

№420

毎
年
、
約

人
の
農
家
が
タ

ケ
ノ
コ
を
出
荷
し
て
い
る
じ
ば

さ
ん
ず
。
新
鮮
な
タ
ケ
ノ
コ
が

並
ぶ
山
菜
コ
ー
ナ
ー
は
今
年
も

連
日
、
開
店
か
ら
多
く
の
来
店

者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。

現
在
、
店
頭
に
並
ん
で
い
る

の
は
孟
宗
竹
（
も
う
そ
う
ち

く
）
。
肉
厚
で
甘
さ
が
あ
り
、

煮
物
や
揚
げ
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま

料
理
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

出
荷
者
の
一
人
、
今
泉
の
小

林
富
子
さ
ん
は
「
タ
ケ
ノ
コ
は

特
に
鮮
度
が
重
要
。
時
間
が
た

つ
ほ
ど
、
あ
く
が
強
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
新
鮮
な
う
ち
に

調
理
し
て
旬
の
味
覚
を
味
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
話
し
て
い

る
。５

月
か
ら
は
、
真
竹
（
ま
だ

け
）
の
出
荷
も
始
ま
る
予
定

だ
。

身
が
所
有
す
る
竹
林
で
収
獲
し

た
タ
ケ
ノ
コ
に
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
用
の
薄
切
り
の
豚
ロ
ー
ス
を

巻
い
て
揚
げ
た
も
の
。
タ
ケ
ノ

コ
は
厚
さ
１
㌢
に
カ
ッ
ト
し
、

し
ょ
う
ゆ
と
み
り
ん
で
味
を
付

け
た
。
タ
ケ
ノ
コ
の
風
味
と
し

ゃ
き
っ
と
し
た
食
感
が
楽
し
め

る
一
品
だ
。

向
原
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
、
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
に
収
穫

時
期
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の
を

積
極
的
に
総
菜
に
し
て
、
食
卓

に
旬
の
味
を
届
け
て
い
き
た

い｣

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る


の
ト
ン
カ
ツ
」
を
出
荷
。
購
入

者
か
ら
作
り
方
の
問
い
合
わ
せ

が
寄
せ
ら
れ
る
ほ
ど
、
人
気
を

集
め
て
い
る
。

「
筍
の
ト
ン
カ
ツ
」
は
、
自

じ
ば
さ
ん
ず
の
加
工
品
コ
ー

ナ
ー
に
並
ぶ
、
タ
ケ
ノ
コ
を
使

っ
た
加
工
品
も
好
評
だ
。
出
荷

者
の
一
人
、
小
蓑
毛
の
向
原
洋

子
さ
ん
は
「
筍
（
た
け
の
こ
）

ケ
ノ
コ
を
収
穫
。
皮
を
む
い
て

米
ぬ
か
と
と
も
に
ゆ
で
た
後
、

ク
エ
ン
酸
を
加
え
て
真
空
パ
ッ

ク
に
詰
め
た
。

完
成
し
た
水
煮
は
、
女
性
部

員
ら
を
対
象
に
し
た
料
理
教
室

で
利
用
。
さ
ら
に
、
業
者
を
通

じ
て
「
た
け
の
こ
ご
飯
」
を
作

り
、
Ｊ
Ａ
の
農
業
ま
つ
り
な
ど

で
販
売
し
て
い
く
予
定
だ
。

髙
橋
由
美
子
代
表
は
「
タ
ケ

ノ
コ
の
お
い
し
さ
を
多
く
の
人

に
伝
え
た
い
。
若
い
人
た
ち
の

加
入
も
促
し
て
い
け
れ
ば
」
と

力
を
込
め
る
。

タ
ケ
ノ
コ
の
水
煮
を
手
掛
け

る
農
家
グ
ル
ー
プ
「
た
け
の
こ

の
会
」
も
、
今
年
度
の
活
動
を

始
め
た
。

メ
ン
バ
ー
は
今
月
中
旬
、
は

だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｊ
Ａ

生
活
福
祉
課
の
職
員
と
協
力

し
、
寺
山
と
千
村
の
竹
林
で
タ

堀
川
か
ら
家
族

で
訪
れ
た
星
明
博

さ
ん
は
「
農
業
や

自
然
に
触
れ
ら
れ

る
貴
重
な
体
験
な

の
で
毎
年
参
加
し

て
い
る
。
子
ど
も

と
一
緒
に
収
穫
の

喜
び
を
味
わ
え
て

楽
し
い
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。

大
津
さ
ん
は

「
農
業
は
消
費
者

の
理
解
が
不
可
欠
。
食
と
農
へ

の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
生
産
者
と
し
て
収
穫
を

体
験
す
る
場
を
提
供
し
続
け
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

っ
た
。

る
大
津
俊
彦
さ
ん
か
ら
専
用
の

鍬
（
く
わ
）
の
使
い
方
な
ど
を

教
わ
っ
た
後
、
タ
ケ
ノ
コ
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が

ら
収
穫
。
収
穫
後
は
、
タ
ケ
ノ

コ
の
下
処
理
や
調
理
方
法
な
ど

も
教
わ
っ
た
。

旬
の
味
覚
を
収
穫
か
ら
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
は
だ
の
都

市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は


日
、
東
田
原
の
竹
林
で
収
獲
体

験
を
開
い
た
。
県
内
外
か
ら
家

族
連
れ
ら

人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
竹
林
を
管
理
す

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
食
材
、
タ
ケ
ノ
コ
。
市
内
各
地
で
収
獲
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
じ
ば
さ
ん
ず
に
は
連
日
、
秦
野
産
の
タ
ケ
ノ
コ
が
数
多
く
並
ぶ
。
地
元

農
家
は
加
工
品
作
り
に
も
励
み
、
タ
ケ
ノ
コ
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い
る
。

い
き
い
き
元
気
に
長
生
き
を


歳
以
上
の
組
合
員
祝
う

宮
村
前
会
長
㊨
か
ら
加
藤

新
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

「秦野桜つけ麺」と「秦野桜餃
子」を手にする小野瀬さん

地域の特産を絶やすまい

｢桜の塩漬け｣

加工急ピッチ

八
重
桜
の
伝
統
守
り
た
い

飲
食
店
主
が
料
理
考
案

農作業で農業の重要性学ぶ
新採用職員が実習

青年部総会

新
委
員
長
に
冨
田


自
己
改
革
で
特
別
決
議

就任あいさつをする冨田委員長

朝
取
り
の
タ
ケ
ノ
コ
を
出
荷
す
る
小
林
さ
ん

タケノコの加工に励む農家

親子でタケノコの収穫を満喫

春春の味覚の味覚秦
野
産
の
魅
力
を
広
く
発
信

秦
野
産
の
魅
力
を
広
く
発
信

収 穫  出 荷 
加工に大忙し

約

人
の
農
家
が
出
荷

じばさんずに
ずらりと並ぶ

旬
の
食
材

総
菜
に
重
宝

親
子
で
収
獲
体
験
を
満
喫

農
家
グ
ル
ー
プ
が

今
年
も
水
煮
作
り

和田さん㊧からわき芽かきを教わる新採用職員

八重桜の花を選別するメンバー

筍のトンカツを手にする向原さん

活動方針を述べる髙橋部会長

柳
川
の
―
相
田

あ

い

だ

三
三
男

み

さ

お

さ
ん(

)

山口組合長からバラ
を受け取る遠藤さん

Ｊ Ａ は だ の 年(平成30年)月日(木曜日) （）第号 総　合（）
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儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儵
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儵儰儰儰儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐

倴倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

倴倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰倰

倴
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

営
農
経
済
改
革

営
農
経
済
改
革

◇
西
支
所

次
長
＝
久
保
寺
一
志
（
上

支
所
）
金
融
共
済
係
長
＝
伊

藤
多
恵
子
（
北
支
所
金
融
共

済
係
長
）
融
資
主
任
＝
菊
地

秀
行
（
鶴
巻
支
店
）
渉
外
主

任
＝
浜
野
靖
（
大
根
支
所
渉

外
主
任
）
栗
原
沙
弥
香
（
信

用
課
）
大
坪
美
佳
（
上
支

所
）
石
井
賢
志
（
大
根
支

所
）
遠
藤
功
大
（
新
採
用
）

◇
上
支
所

業
務
主
任
＝
原
弘
美
（
南

支
所
金
融
共
済
係
長
）
大
角

地
誠
（
大
根
支
所
）

◇
秦
野
駅
前
支
店

支
店
長
＝
熊
澤
智
（
経
済

課
長
）
佐
々
木
康
太
（
南
支

所
）◎

特
別
嘱
託
職
員
（
定
年

再
雇
用
）

◇
監
査
課

和
田
靖
夫

◇
総
合
リ
ス
ク
管
理
課

相
原
清
（
改
革
推
進
課
）

◇
総
務
課

上
村
淳
一

◇
営
農
課

渋
谷
幸
夫
（
監
査
課
）
小

島
正
巳

◇
経
済
課

浅
見
武
男

◎
４
月

日
付
人
事
異
動

◇
西
支
所

三
橋
ち
は
る
（
西
支
所
・

育
児
休
業
復
帰
）◇

◎
３
月

日
付
退
職

伊
奈
肇
（
営
農
課
）
髙
橋

栄
作
（
営
農
課
付
は
だ
の
都

市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）
宮

村
彰
浩
（
経
済
課
）
飯
田
友

里
栄
（
鶴
巻
支
店
）
小
島
泰

寛
（
南
支
所
）
古
谷
正
（
営

農
課
付
全
国
農
業
協
同
組
合

連
合
会
出
向
）

次
長
＝
北
村
貴
之
（
南
支

所
融
資
主
任
）
佐
藤
京
子

（
北
支
所
）
石
井
優
奈
（
新

採
用
）

◇
本
町
支
所

渉
外
主
任
＝
鈴
木
成
仁

（
秦
野
駅
前
支
店
）
河
田
直

磨
（
新
採
用
）

◇
東
支
所

支
所
長
＝
原
智
（
組
織
教

育
課
長
）
髙
橋
実
希
（
西
支

所
）◇

南
支
所

支
所
長
＝
神
山
隆
治
（
秦

野
駅
前
支
店
長
）
金
融
共
済

係
長
＝
和
田
恵
理
子
（
大
根

支
所
金
融
共
済
係
長
）
融
資

主
任
＝
大
津
貴
之
（
西
支
所

融
資
主
任
）
業
務
主
任
＝
古

谷
泰
子
（
西
支
所
金
融
共
済

係
長
）
飯
田
将
志
（
本
町
支

所
）
竹
内
直
樹
（
西
支
所
）

末
木
康
太
（
大
根
支
所
）
桐

山
菜
摘
（
北
支
所
）
柏
木
優

希
（
新
採
用
）

◇
北
支
所

金
融
共
済
係
長
＝
大
島
奈

美
（
北
支
所
業
務
主
任
）
融

資
主
任
＝
山
本
修
司
（
北
支

所
）
業
務
主
任
＝
麻
生
麻
美

（
南
支
所
業
務
主
任
）
栗
原

さ
や
か
（
東
支
所
）
和
田
佳

恵
（
共
済
課
）
伊
藤
美
聡

（
新
採
用
）

店
長
＝
北
原
慶
徳
（
営
農
課

農
業
振
興
係
長
）
小
島
一
哲

（
営
農
課
）

◇
経
済
部

経
済
課

課
長
＝
柏
木
直
行
（
東
支

所
長
）
経
済
係
長
＝
飯
田
文

子
（
生
活
福
祉
課
生
活
係

長
）
物
流
セ
ン
タ
ー
係
長
＝

森
繁
和
（
経
済
課
）
小
池
裕

（
店
舗
販
売
課
）

生
産
資
材
課

課
長
＝
江
原
泉
（
営
農
課

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
係
長
）
兵
藤

み
わ
（
西
支
所
）

葬
祭
課

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
長
＝

小
島
啓
嗣
（
葬
祭
課
セ
レ
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
係
長
）
セ
レ
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
係
長
＝
坂
理
成

（
葬
祭
課
Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
）

◇
金
融
共
済
部

信
用
課

遠
藤
奏
（
新
採
用
）

◇
大
根
支
所

金
融
共
済
係
長
＝
大
森
和

子(

鶴
巻
支
店
次
長)

渉
外
主

任
＝
渡
部
瞳(

西
支
所
渉
外

主
任)

業
務
主
任
＝
澄
川
康

子(

大
根
支
所)

栗
原
明
宏

(

南
支
所)

桐
山
豪
史(

南
支

所)

山
本
壮
矢(

新
採
用)

◇
鶴
巻
支
店

＝
堤
憲
明
（
本
町
支
所
渉
外

主
任
）
組
織
農
政
係
長
兼
改

革
推
進
担
当
係
長
＝
芳
野
淳

一
（
組
織
相
談
係
長
）

生
活
福
祉
課

柏
木
郁
美
（
新
採
用
）

◇
営
農
部

営
農
課

農
業
振
興
係
長
＝
橿
原
敏

治
（
店
舗
販
売
課
店
舗
販
売

係
長
）
夛
田
真
太
郎
（
営
農

課
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の
）

営
農
課
付
は
だ
の
都
市
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
課
長
＝
安
居
院
賢
治

（
店
舗
販
売
課
長
兼
は
だ
の

じ
ば
さ
ん
ず
店
長
兼
特
産
セ

ン
タ
ー
長
）

店
舗
販
売
課

課
長
兼
特
産
セ
ン
タ
ー
長

＝
内
藤
聖
樹
（
企
画
課
企
画

係
長
）
は
だ
の
じ
ば
さ
ん
ず

組
織
教
育
課

課
長
兼
改
革
推
進
担
当
課

長
＝
小
林
毅
（
総
務
課
人
事

教
育
係
長
）
教
育
広
報
係
長

人
事
教
育
係
長
＝
佐
藤
充

（
総
務
課
）
新
倉
智
恵
子

（
企
画
課
）

◇
組
織
部

職
員
人
事

か
っ
こ
内
は
旧
部
署

◎
４
月
１
日
付
人
事
異
動

◇
監
査
室

室
長
＝
伊
藤
洋
一
（
監
査

室
長
兼
監
査
課
長
）
課
長
＝

澤
岻
直
樹
（
南
支
所
長
）

◇
改
革
推
進
室

室
長
兼
組
織
部
長
＝
三
瓶

壮
文
（
改
革
推
進
室
長
兼
改

革
推
進
課
長
）

◇
企
画
管
理
部

企
画
課

企
画
電
算
係
長
＝
栗
原
哲

平
（
組
織
教
育
課
教
育
広
報

係
長
）
諸
星
直
美
（
経
済

課
）総

務
課

長
２
日
間
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
。
利
用
者
の
安
全
面
も

考
慮
し
、
防
護
用
具
も
貸
し

出
す
。

３
月

日
に
は
、
本
所
で

同
事
業
の
利
用
に
関
す
る
講

習
会
を
開
い
た
。
Ｊ
Ａ
農
機

セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
農
機
メ

ー
カ
ー
の
職
員
が
、
参
加
者


人
に
同
事
業
の
内
容
の

他
、
操
作
の
手
順
や
注
意
点

を
説
明
し
た
。

機
械
音
が
大
き
い
た
め
早

朝
の
使
用
は
避
け
る
こ
と
な

ど
、
近
隣
住
民
へ
の
配
慮
も

呼
び
掛
け
た
。

は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
と
し

て
１
日
２
０
０
０
円
で
、
最

同
事
業
は
、
座
談
会
な
ど

で
農
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声

を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
。
農
業

機
械
を
貸
し
出
す
こ
と
で
、

農
家
は
保
管
場
所
の
確
保
や

整
備
な
ど
が
不
要
に
な
る
。

導
入
し
た
剪
定
チ
ッ
パ
ー

は
、
枝
葉
や
わ
ら
な
ど
を
細

か
く
粉
砕
す
る
も
の
。
料
金

だ
の
定
時
株
主
総
会
の
招
集

及
び
議
題
に
つ
い
て

▽
㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は

だ
の
決
算
及
び
剰
余
金
処
分

に
つ
い
て

４
月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

▽
２
０
１
７
年
度
（
平
成


年
度
）
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分

案
、
注
記
表
及
び
事
業
報
告

並
び
に
部
門
別
損
益
計
算
書

の
承
認
に
つ
い
て

▽
苦
情
等
処
理
対
応
要
領

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▽
第

回
通
常
総
会
表
彰

・
感
謝
状
贈
呈
者
の
決
定
に

つ
い
て

▽
貸
金
庫
利
用
規
程
の
廃

止
に
つ
い
て

▽
２
０
１
８
年
度
借
入
金

の
最
高
限
度
額
の
変
更
に
つ

い
て▽

信
用
事
業
手
数
料
に
か

か
る
取
扱
項
目
の
新
設
に
つ

い
て▽

延
滞
債
権
等
の
譲
渡
に

つ
い
て

▽
㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は

た
り
、
巻
き
込
ま
れ
た
り
す

る
も
の
で
す
。
後
方
に
余
裕

が
な
い
場
所
で
の
耕
う
ん
機

の
バ
ッ
ク
は
危
険
で
す
。
①

圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
の
耕
転
作
業
は
し
な

い
②
バ
ッ
ク
す
る
場
合
は
後

方
の
安
全
を
十
分
に
確
認
す

る
③
土
が
固
い
場
合
は
、
爪

が
土
に
食
い
込
ま
ず
、
耕
う

ん
機
が
暴
走
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
す
る
。

▼
農
業
機
械
以
外

脚
立
や
は
し
ご
か
ら
の
落

下
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
高
所
で
の
作
業
は
足

場
が
不
安
定
に
な
ら
な
い
よ

う
に
設
置
し
、
作
業
中
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
（

本
）

▼
刈
り
払
い
機
（
草
刈
り

機
）キ

ッ
ク
バ
ッ
ク
に
よ
る
負

傷
事
故
が
多
く
、
チ
ッ
プ
が

欠
け
て
目
に
飛
び
込
む
事
故

も
起
き
て
い
ま
す
。
①
防
護

カ
バ
ー
を
必
ず
装
着
す
る
②

チ
ッ
プ
が
欠
け
た
チ
ッ
プ
ソ

ー
は
使
用
し
な
い
③
短
時
間

で
あ
っ
て
も
ゴ
ー
グ
ル
な
ど

の
保
護
具
を
装
着
す
る
④
の

り
面
・
傾
斜
面
な
ど
の
不
安

定
な
場
所
で
は
、
常
に
安
定

し
た
姿
勢
を
保
ち
、
小
段
を

設
け
る
な
ど
の
環
境
整
備
を

行
う
。

▼
耕
う
ん
機
（
歩
行
型
ト

ラ
ク
タ
ー
）

耕
う
ん
機
に
よ
る
事
故
の

多
く
は
バ
ッ
ク
時
に
挟
ま
れ

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
農

業
機
械
の
操
作
に
伴
う
も
の

が
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
基
本
的
な
安
全
操
作
・

手
順
を
守
り
、
事
故
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー

重
大
な
事
故
の
多
く
は
、

転
倒
・
転
落
に
よ
る
も
の
で

す
。
①
安
全
キ
ャ
ブ
や
安
全

フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ

ー
を
使
用
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
を
心
掛
け
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
を
徹
底
す
る

（
可
倒
式
の
安
全
フ
レ
ー
ム

は
、
必
ず
立
て
て
作
業
す

る
）
②
作
業
が
終
わ
っ
た

ら
、
道
路
へ
出
る
前
に
必
ず

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
連
結
を

行
う
。

農
作
業
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

全
国
で
は
３
１
２
件
（
平

成

年
度
）
の
農
作
業
死
亡

う
）
を
巡
回
し
て
立
毛
共
進

会
を
開
い
た
。
審
査
の
結
果

は
次
の
通
り
。

◎
ト
マ
ト
の
部
▽
優
秀
賞

＝
田
中
和
幸
（
上
大
槻
）
▽

優
良
賞
＝
伊
奈
清
（
下
大

槻
）
髙
橋
庸
郎
（
尾
尻
）
▽

佳
良
賞
＝
村
上
耕
一
（
堀
山

下
）
髙
橋
誠
一
（
下
大
槻
）

澤
村
一
雄
（
鶴
巻
）

◎
キ
ュ
ウ
リ
の
部
▽
優
秀

賞
＝
髙
橋
庸
郎
（
尾
尻
）
▽

優
良
賞
＝
小
島
晴
夫
（
上
大

槻
）
髙
橋
誠
一
（
下
大
槻
）

▽
佳
良
賞
＝
杉
崎
誠
（
菩

提
）

◇

第

回
神
奈
川
県
施
設
野

菜
共
進
会
が
５
日
、
Ｊ
Ａ
は

だ
の
本
所
で
開
か
れ
た
。
審

査
の
結
果
は
次
の
通
り
。

◎
ト
マ
ト
の
部
▽
入
選
＝

今
井
新
一
（
室
町
）
髙
橋
庸

郎
（
尾
尻
）
伊
奈
清
（
下
大

槻
）

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

や
さ
い
部
会
施
設
部
は
４

日
、
市
内
圃
場
（
ほ
じ
ょ

の
来
店
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
た
。

有
無
な
ど
を
細
か
く
チ
ェ
ッ

ク
し
た
。
審
査
の
結
果
は
下

記
の
「
受
賞
お
め
で
と
う

！
」
に
掲
載
。

即
売
会
で
は
、
ト
マ
ト
３

個
と
キ
ュ
ウ
リ
４
本
の
セ
ッ

ト
を
５
０
０
円
で
販
売
。
高

品
質
な
野
菜
を
求
め
る
多
く

務
め
る
県
農
業
技
術
セ
ン
タ

ー
の
職
員
や
市
場
関
係
者
ら

が
、
色
や
形
、
病
害
虫
痕
の

共
進
会
後
に
は
、
出
品
さ
れ

た
野
菜
を
じ
ば
さ
ん
ず
で
即

売
し
た
。

出
品
さ
れ
た
の
は
、
ト
マ

ト

点
、
キ
ュ
ウ
リ

点
の

合
計
１
４
５
点
。
審
査
員
を

県
施
設
野
菜
組
合
連
合
会

は
５
日
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
本
所

で
「
第

回
神
奈
川
県
施
設

野
菜
共
進
会
」
を
開
い
た
。

県
内
の
農
家
が
出
品
し
た
ト

マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ
を
審
査
。

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

親
の
丈
あ
っ
と
い
う
間
や
松
葉
独
活

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

バ
ス
の
人
ゆ
く
も
帰
る
も
朧
か
な

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

山
焼
い
て
窪
地
の
壕
の
萱
鼠森

高

由
子
（
渋

沢
）

四
月
馬
鹿
だ
ま
さ
れ
や
す
き
顔
洗
う

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

晴
れ
ば
れ
と
頑
な
子
で
卒
園
す

吉
田

清
美
（
渋

沢
）

生
涯
を
契
ら
ず
生
き
て
よ
も
ぎ
摘
む

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

若
草
や
暴
発
で
き
ぬ
一
人
っ
子

志
賀

明
子
（
千

村
）

満
開
の
花
に
誘
わ
れ
ま
わ
り
道

芦
川

松
江
（
八

沢
）

山
風
の
野
面
の
笛
や
春
ま
つ
り

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

新
緑
の
風
に
反
身
の
仁
王
さ
ま

酒
井

紗
恵
（
桜

町
）

青
々
の
雨
後
は
零
る
る
さ
く
ら
の
実

柴
崎

和
子
（
渋

沢
）

古
都
を
ゆ
く
路
面
電
車
や
花
の
昼

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

橋
上
の
人
瑞
々
し
桜
か
な

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

春
立
つ
や
聞
く
雨
だ
れ
の
音
た
の
し

祭
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
も
似
て久

保
田

浩
（
寺

山
）

評

「
や
」
と
い
う
の
は
俳
句
で
は
切
字
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
そ
の
後
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詠
嘆

を
示
す
。
短
歌
で
は
あ
ま
り
使
用
し
な
い
。
俳

句
的
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
こ
の
作
品
も

上
の
句
で
完
結
し
て
し
ま
い
、
下
の
句
は
蛇
足

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

軒
先
に
吊
る
さ
れ
し
玉
ね
ぎ
は
青
々
と

芽
を
出
し
春
風
に
ゆ
る
る

今
井

か
め
（
羽

根
）

評

上
の
句
と
下
の
句
を
逆
に
し
た
方
が
味
が
出
そ

う
で
あ
る
。

八
重
桜
咲
く
こ
ろ
父
母
の
し
の
ば
れ
る

テ
レ
ビ
の
な
か
に
花
を
つ
み
し
日

細
田

富
士
（
千

村
）

万
博
に
並
び
し
思
い
出
よ
み
が
え
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
ス
ー
パ
ー
の
混
み
て

八
木

実
（
鶴
巻
北
）

荒
廃
の
農
地
解
消
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

十
七
年
間
つ
と
め
引
退

伊
東

久
（
渋

沢
）

花
び
ら
を
の
せ
て
な
が
る
る
細
水

還
る
な
き
も
の
は
な
べ
て
麗
し

選
者

■材料（４人分）■

木綿豆腐１丁、ナガイ

モ20㌘、ニンジン30

㌘、ゴボウ30㌘、ひじ

き30㌘、Ａ（酒大さじ

１、砂糖大さじ１、し

ょうゆ大さじ１）、小

麦粉適量

＜作り方＞

①豆腐は水切りし、ナガイモはすりつぶしてお

く。

②ニンジンとゴボウを好みの大きさで細かく切

り、ひじきと一緒にＡを入れて煮る。

③豆腐をすり鉢でつぶし、ナガイモを加えて滑

らかになるまですりつぶす。

④③に②を加えて混ぜ合わせ、５㌢大に丸め

る。薄く小麦粉をまぶし、170度の油で揚げ

る。

＜ひとことアドバイス＞

煮付けもお勧めです。レンコンやキノコ、黒

ゴマ、紅しょうが、青ネギなどお好みで具材を

変えてもおいしいです。

東支部 合田久美子

◇

ＪＡはだのは昨年10月、家の光クッキング・フェスタで地産

地消をテーマにした料理コンテストを開きました。今月から

はコンテストに出品されたレシピを紹介していきます。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
農
業
機
械
を
農
家
に
貸
し
出
す
農

業
機
械
利
用
事
業
を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。
Ｊ
Ａ
の
営

農
経
済
改
革
の
一
環
で
、
農
家
の
農
業
機
械
導
入
コ
ス

ト
を
な
く
す
と
と
も
に
、
作
業
の
省
力
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
狙
い
。
４
月
か
ら
、
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
チ
ッ

パ
ー
の
貸
し
出
し
を
始
め
た
。

秦
野
市
園
芸
協
会
は

日
、
本
所

で
秦
野
市
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
を

開
い
た
。
農
家
の
声
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
目
的
。
同
協
会
の
会

員
と
環
境
産
業
常
任
委
員
を
務
め
る

市
議
会
議
員
の
他
、
Ｊ
Ａ
や
市
、
は

だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
合
計

人
が
出
席
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

ー
ク
内
の
バ
ラ
園
の
管
理
や
農
業
に

対
す
る
市
の
補
助
金
、
鳥
獣
被
害
対

策
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

同
協
会
の
会
員
は
「
秦
野
の
鉢
花

を
公
共
施
設
で
使
っ
て
も
ら
い
た

い
」
「
農
業
用
水
道
水
に
関
す
る
制

度
を
農
家
の
実
情
に
合
っ
た
も
の
に

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
を
市
議
会
議
員
に
伝
え
、
農
業

へ
の
一
層
の
支
援
を
求
め
た
。

税務相談日 ５月日（木）
午前９時分～

法務相談日 ５月日（火）
午後１時分～

場所 本町支所
・予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお
願いします。

・受け付け順に相談時間が決まります。
・受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－2319

結婚相談日

５月日（木）

時間 午前９時～正午

場所 ＪＡはだの本所

農業団地センター１階

お問い合わせ

組織教育課☎－7714

剪
定
チ
ッ
パ
ー
の
操
作
説

明
を
聞
く
参
加
者

導
入
コ
ス
ト
不
要
省
力
化

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の
は

５
月
８
日
（
火
）
～

日

（
木
）
、
ボ
ー
ド
ン
袋
・
テ

ー
プ
類
の
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中

は
特
別
価
格
で
販
売
し
ま
す

の
で
、
お
得
な
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
は
だ
の
ま
で
。
☎


－
７
７
１
９

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は

農
家
を
応
援
し
ま
す

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は

農
家
を
応
援
し
ま
す

ボードン袋テープ類割り引き
５月８日(火)～日(木)

特別価格で販売するボードン袋と結束テープ

最
長
２
日
防
護
用
具
付
き

本
所
で
施
設
野
菜
共
進
会

じ
ば
さ
ん
ず
で
即
売
会
も

市政に農家の声を
園芸協会が市議会議員と懇談

共
進
会
に
出
品
さ
れ
た
野
菜
を
即
売

地
域
農
業
活
性
化
に
向
け
市
議
会
議
員
と
意
見
交
換

柏
木

か

し

わ

ぎ

郁
美

い

く

み

(

生
活
福
祉
課)

原
田

は

ら

だ

優
魅

ゆ

う

み

(

葬
祭
課)

遠
藤

え

ん

ど

う

奏
か

な

で

(

信
用
課)

山
本

や

ま

も

と

壮
矢

そ

う

や

(

大
根
支
所)

石
井

い

し

い

優
奈

ゆ

う

な

(

鶴
巻
支
店)

河
田

か

わ

だ

直
磨

な

お

ま

(

本
町
支
所)

伊
藤

い

と

う

美
聡

み

さ

と

(

北
支
所)

遠
藤

え

ん

ど

う

功
大

こ

う

だ

い

(

西
支
所)

2018年度の新採用職員2018年度の新採用職員2018年度の新採用職員 よろしくお願いします

柏
木

か

し

わ

ぎ

優
希

ゆ

う

き

(

南
支
所)

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 営　農（） 年(平成30年)月日(木曜日) 年(平成30年)月日(木曜日) （）
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儰
儰
儰
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

た
り
２
９
７
円
（
税
込
み
）

◎
加
工
料
の
徴
収

加
工

作
業
終
了
後
、

日
以
内
に

精
算
。

当
日
摘
採
の
生
葉
を
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。
異
物
混
入

や
蒸
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。お

問
い
合
わ
せ
は
営
農
課

ま
で
。
☎

－
７
７
１
８

農

産

加

工

品

相
談
会
を
開
催

農
産
加
工
品
を
テ
ー
マ
に

し
た
相
談
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◎
日
時

５
月

日(

木)

午
前

時
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
◎
内
容

午
前
は
、
㈱
静

岡
製
機
に
よ
る
講
義
・
実

演
。
午
後
は
、
個
別
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

―
７
６
６

１

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
融
資
課
・
信
用
課
で
事

前
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

融
資
課
☎

－
７
７
１
３
、

信
用
課
☎

－
７
７
１
６
ま

で
。Ａ

Ｔ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス

休
止
に
つ
い
て

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
実
施
す
る
た
め
、
５
月
４

日
（
金
）
は
全
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
終

日
休
止
し
ま
す
。
ま
た
、
本

町
支
所
と
上
支
所
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

は
５
月
２
日
（
水
）
午
後
５

時
～
６
日
（
日
）
の
間
、
休

止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
各
支
所

・
支
店
、
ま
た
は
信
用
課
ま

で
。
☎

－
７
７
１
６

組
合
員
茶
生
葉

加
工
に
つ
い
て

茶
生
葉
の
加
工
日
は
５
月

５
日
（
土
）
、

日
（
土
）

の
２
日
間
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
天
候
に
よ
っ
て
加
工
日

が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
搬
入
日
の
前
日

に
営
農
課
に
加
工
日
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
搬
入
場
所
・
時
間

▽
大
根
、
本
町
、
東
、
南

地
区
＝
本
所
（
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
前
）
午
後
２
時
～
同
３
時

ま
で▽

北
、
西
、
上
地
区
＝
上

荒
茶
工
場

午
後
２
時
～
同

３
時
ま
で

◎
加
工
料

生
葉
１
㌔
当

農
業
機
械
レ
ン
タ
ル

講

習

会

を

開

催

農
業
機
械
利
用
事
業
の
一

環
で
、
４
月
か
ら
剪
定
（
せ

ん
て
い
）
チ
ッ
パ
ー
の
レ
ン

タ
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。
機

械
で
の
事
故
防
止
と
利
用
者

の
安
全
確
保
の
た
め
、
利
用

す
る
際
に
は
事
前
に
講
習
会

の
受
講
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。左

記
の
通
り
、
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
日
時

①
５
月

日

（
日
）
午
前
９
時
～

②
６

月

日
（
日
）
午
前
９
時
～

◎
場
所

本
所
農
機
セ
ン

タ
ー◎

対
象
者

Ｊ
Ａ
は
だ
の

組
合
員

◎
内
容

チ
ッ
パ
ー
の
取

り
扱
い
方
法
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
機

セ
ン
タ
ー
ま
で
。
☎

－
８

３
９
４

ロ

ー

ン

･

年

金

受
給
手
続
き
相
談
会

ロ
ー
ン
と
年
金
受
給
手
続

き
に
関
す
る
相
談
会
を
休
日

に
開
い
て
い
ま
す
。
無
料
で

個
別
に
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
ど
ち
ら
も
開
催
場
所

は
本
町
支
所
で
す
。
お
気
軽

に
ご
来
所
く
だ
さ
い
。

◇
ロ
ー
ン
相
談
会

◎

日

時

５

月



日

（
土
）
、

日
（
土
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

◇
年
金
相
談
会

◎
日
時

５
月

日(

土)

◎
生
活
福
祉
課

☎

－

７
６
６
１

す
。◎

企
画
課

☎

－
７
８

４
４

構
変
更
に
伴
い
、
下
記
の
部

署
に
電
話
番
号
を
新
設
し
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

電

話

番

号

の

新
設
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
組
織
の
機

第
９
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

そ
の
他
臨
時
案
件

事
前
質
問
の
受
け

付
け
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
る
方
に
、
的
確

な
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
め
、
提
出
議
案
の
事
前
質

問
を
書
面
な
ど
で
受
け
付
け

ま
す
。
最
寄
り
の
各
支
所
長

・
支
店
長
あ
て
に
５
月

日

（
木
）
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

｢

会
場
入
場
券｣

必
ず
ご
持
参
を

総
会
に
出
席
さ
れ
る
方

は
、
開
催
案
内
の
下
部
に
付

い
て
い
る
「
会
場
入
場
券
」

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
総
会
出
席
者
に
配
布

す
る
記
念
品
は
、
来
場
さ
れ

た
ご
本
人
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

充
て
る
た
め
の
経
費
（
賦
課

金
）
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

退
任
役
員
に
対
す
る
退
任

慰
労
金
の
贈
呈
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
第
８
号
議
案

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

の
設
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

２
０
１
８
年
度
（
平
成


年
度
）
事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て

第
４
号
議
案

役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い

て
第
５
号
議
案

２
０
１
８
年
度
（
平
成


年
度
）
指
導
事
業
の
費
用
に

通
常
総
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案

２
０
１
７
年
度
（
平
成


年
度
）
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、

注
記
表
及
び
事
業
報
告
の
承

認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

Ｊ
Ａ
は
だ
の
「
第
三
次
地

域
農
業
振
興
計
画
（
２
０
１

８
年
度
～
２
０
２
２
年
度)｣

す
。第


回
通
常
総
会
提
出
議

案
は
、
下
記
の
第
１
号
議
案

か
ら
第
９
号
議
案
ま
で
上
程

し
ま
す
。

で
、
Ｊ
Ａ
の
運
営
や
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
組
合
員
の
総

意
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
出
席
を
お
願
い
し
ま

第

回
通
常
総
会
を
５
月


日
（
月
）
午
後
１
時

分

か
ら
秦
野
市
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
で
開
き
ま
す
。
総
会
は

Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機
関

廻
部
榎
戸
バ
ス
停

⑮
菖
蒲
自
治
会
館
～
上
支
所

前
※
送
り
の
バ
ス
は
事
故
防

止
の
た
め
文
化
会
館
内
の
駐

車
場
に
停
車
し
ま
す
。

※
迎
え
・
送
り
は
そ
れ
ぞ

れ
同
じ
号
車
の
バ
ス
で
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。


利
用
上
の
注
意


バ
ス
停
は
神
奈
中
の
バ
ス

停
で
す
が
、
運
行
す
る
臨
時

バ
ス
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

す
。
停
車
位
置
が
若
干
異
な

り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ

い
。

停
（
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
前
）
～
名
古

木
御
嶽
神
社
入
口
バ
ス
停
～

名
古
木
御
嶽
神
社
前

⑧
三
協
町
入
口
～
畑
中
バ
ス

停
～
南
支
所
前

⑨
秦
野
駅
北
口
～
養
泉
院
～

上
智
短
大
入
口

⑩
羽
根
入
口
～
北
支
所
～
横

野
入
口
～
戸
川
横
道

⑪
西
支
所
～
大
倉
入
口
～
大

倉
バ
ス
終
点

⑫
渋
沢
駅
バ
ス
停
（
南
口
・

栗
原
新
聞
店
前
）
～
萩
山
バ

ス
停

⑬
渋
沢
駅
北
口
～
堂
坂
バ
ス

停
前
～
峠

⑭
堀
川
バ
ス
停
（
椎
野
モ
ー

タ
ー
ス
）
～
森
戸
入
口
～
三

①
山
谷
入
口
バ
ス
停
（
国
道

２
４
６
号
線
経
由
）
～
鶴
巻

温
泉
駅
前

②
室
川
橋
バ
ス
停
～
才
ヶ
分

踏
切
バ
ス
停
前
～
瓜
生
野
入

口
～
秦
野
高
校
前
～
大
根
支

所
前

③
名
古
木
バ
ス
停
～
青
年
橋

バ
ス
停
～
蓑
毛
橋

④
落
合
バ
ス
停
～
東
ノ
原
バ

ス
停
～
東
京
カ
ン
ト
リ
ー
入

口⑤
谷
戸
入
口
～
朝
日
神
社
前

バ
ス
停
～
東
支
所
前

⑥
上
宿
会
館
前
バ
ス
停
～
上

宿
下
バ
ス
停
～
下
井
会
館
前

（
井
の
城
バ
ス
停
前
）

⑦
宮
前
バ
ス
停
～
下
宿
バ
ス

前
）

⑬
峠
～
堂
坂
バ
ス
停
前
～
渋

沢
駅
北
口

⑭
三
廻
部
榎
戸
バ
ス
停
～
森

戸
入
口
～
堀
川
バ
ス
停
（
椎

野
モ
ー
タ
ー
ス
）

⑮
上
支
所
前
～
菖
蒲
自
治
会

館

送
り

総
会
終
了
次
第
、
文
化
会

館
駐
車
場
を
出
発
し
ま
す
。

途
中
停
車
場
所
お
よ
び
終
点

は
次
の
通
り
で
す
。

⑦
名
古
木
御
嶽
神
社
前
～
名

古
木
御
嶽
神
社
入
口
バ
ス
停

～
下
宿
バ
ス
停
（
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ

前
）
～
宮
前
バ
ス
停

⑧
南
支
所
前
～
畑
中
バ
ス
停

～
三
協
町
入
口

⑨
上
智
短
大
入
口
～
養
泉
院

～
秦
野
駅
北
口

⑩
戸
川
横
道
～
横
野
入
口
～

北
支
所
～
羽
根
入
口

⑪
大
倉
バ
ス
終
点
～
大
倉
入

口
～
西
支
所

⑫
萩
山
バ
ス
停
～
渋
沢
駅
バ

ス
停
（
南
口
・
栗
原
新
聞
店

②
大
根
支
所
前
～
秦
野
高
校

前
～
瓜
生
野
入
口
～
才
ヶ
分

踏
切
バ
ス
停
前
～
室
川
橋
バ

ス
停

③
蓑
毛
橋
～
青
年
橋
バ
ス
停

～
名
古
木
バ
ス
停

④
東
京
カ
ン
ト
リ
ー
入
り
口

～
東
ノ
原
バ
ス
停
～
落
合
バ

ス
停

⑤
東
支
所
前
～
朝
日
神
社
前

バ
ス
停
～
谷
戸
入
口

⑥
下
井
会
館
前
（
井
の
城
バ

ス
停
前
）
～
上
宿
下
バ
ス
停

～
上
宿
会
館
前
バ
ス
停

第

回
通
常
総
会
へ
の
行

き
帰
り
は
臨
時
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
次
の
通
り
、

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

乗
り
間
違
え
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

迎
え

発
車
時
間
は
鶴
巻
温
泉
駅

前
・
大
根
支
所
前
が
午
後
０

時

分
、
南
支
所
前
が
午
後

０
時

分
、
そ
の
他
の
場
所

は
午
後
０
時

分
で
す
。

始
発
場
所
お
よ
び
途
中
停

車
場
所
は
次
の
通
り
で
す
。

①
鶴
巻
温
泉
駅
前
～
山
谷
入

口
バ
ス
停
（
国
道
２
４
６
号

線
経
由
）

多
く
の
人
に
体
操
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
目
的
。

人
が
参

加
し
た
。

部
員
ら
は
、
リ
ポ
ー
タ
ー

を
務
め
る
旬
菜
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
の
〝
い
っ
と
ち
ゃ
ん
〟
こ

と
伊
藤
綾
香
さ
ん
に
体
操
の

振
り
付
け
を
指
導
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
プ
リ

ン
ト
さ
れ
た
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
身
に
着
け
、
歌
い
な

が
ら
息
の
合
っ
た
体
操
を
披

露
し
た
。
い
っ
と
ち
ゃ
ん
は

「
簡
単
だ
か
ら
す
ぐ
に
覚
え

ら
れ
る
し
、
誰
で
も
で
き

る
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

同
番
組
は
、
い
っ
と
ち
ゃ

ん
が
旬
の
地
場
産
農
産
物
や

料
理
、
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
す
る
も
の
。
今
回

は
秦
野
で
「
春
」
の
農
産
物

を
探
し
に
Ｊ
Ａ
を
訪
れ
た
い

っ
と
ち
ゃ
ん
に
、
ぴ
ー
な
マ

ン
と
熊
澤
淳
子
部
長
が
Ｊ
Ａ

の
「
旬
」
と
し
て
体
操
を
紹

介
し
た
。

旬
菜
ナ
ビ
」
の
撮
影
に
参
加

し
、
ぴ
ー
な
マ
ン
体
操
を
披

露
し
た
。
テ
レ
ビ
を
通
し
て

女
性
部
と
女
性
理
事
は
３

日
に
本
所
で
、

日
に
放
送

さ
れ
た
ｔ
ｖ
ｋ
「
か
な
が
わ

案
を
審
議
し
た
。

総
会
後
に
は
、

周
年
を

記
念
し
て
姉
妹
提
携
を
結
ぶ

栃
木
県
の
Ｊ
Ａ
は
が
野
女
性

会
の
猪
野
正
子
会
長
が
「
明

日
輝
く
た
め
に
～
ホ
ッ
プ
、

ス
テ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ン
プ
、
小

さ
な
一
歩
か
ら
～
」
と
題
し

て
講
演
。
女
性
会
長
や
女
性

農
業
士
会
長
な
ど
を
通
し
て

学
ん
だ
仲
間
と
の
つ
な
が
り

や
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
の
大

切
さ
を
説
い
た
。

熊
澤
淳
子
部
長
は
「
昨
年

度
は
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
よ

り
部
員
の
意
識
が
高
ま
っ
た

と
感
じ
る
。
今
後
も
若
い
世

代
の
加
入
を
増
や
す
た
め
、

力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

活
動
計
画
、
女
性
部
特
別
会

計
の
運
用
に
つ
い
て
の
３
議

部
員
は
、
２
０
１
７
年
度

活
動
報
告
、
２
０
１
８
年
度

る
。鍋

メ
ー
カ
ー

の
エ
ー
ク
ッ
ク

（
株
）
の
担
当

者
が
、
鍋
や
フ

ー
ド
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
な
ど
５
種

類
の
器
具
を
使
っ
て
実
演
。

炊
き
込
み
ご
飯
や
煮
物
、
チ

キ
ン
ソ
テ
ー
な
ど
７
品
を
手

際
良
く
調
理
し
た
。
部
員

は
、
加
熱
時
間
や
焼
き
具
合

を
確
認
し
な
が
ら
試
食
し
、

鍋
の
性
能
を
確
か
め
た
。
参

加
者
は
「
間
近
で
実
演
し
て

く
れ
る
か
ら
性
能
も
分
か
り

や
す
い
。
調
理
時
間
が
短
く

な
る
と
気
持
ち
に
余
裕
が
で

き
る
」
と
話
し
た
。

西･上支部

エ
ー
ク
ッ
ク
料
理

教
室西

・
上
支
部
は


日
、
各
支
所
で
エ
ー

ク
ッ
ク
料
理
教
室
を

開
い
た
。
調
理
器
具
を
使
い

こ
な
し
て
調
理
の
時
間
短
縮

を
図
る
他
、
料
理
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
を
増
や
し
、
豊
か
な

く
ら
し
づ
く
り
に
つ
な
げ

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

大
変
あ
り
が

た
い
」
と
感

謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

大
澤
代
表

は
「
利
用
者

の
笑
顔
が
私

た
ち
の
励
み

に
も
な
っ
て

い
る
。
今
後

も
、
利
用
者

に
と
っ
て
過

ご
し
や
す
い

空
間
が
作
れ

る
よ
う
仲
間

と
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

女
性
部
目
的
別
趣
味
グ
ル

ー
プ
「
ひ
ば
り
の
会
」
は


日
、
Ｊ
Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
だ
の
を
訪
れ
、
生

活
用
品
を
贈
っ
た
。

大
澤
玲
子
代
表
の
他
３
人

が
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
３
台
と
会

員
が
手
作
り
し
た
ケ
ー
プ
６

枚
を
利
用
者
に
手
渡
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
甲
斐
さ
と
み

所
長
は
「
日
頃
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
加
え
、
備
品
の

拡
充
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

▽
東
支
部
＝
小
泉
裕
子

（
踏
み
出
す
勇
気
を
与
え
て

く
れ
た
家
の
光
）

▽
南
支
部
＝
髙
橋
和
子

（
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
）

▽
大
根
支
部
＝
高
橋
君
枝

(

農
業
に
つ
い
て
思
う
こ
と)

▽
本
町
支
部
＝
栗
原
博
美

（
女
性
部
本
町
支
部
と
家
の

光
）

部
）
、
本
町
支
部
の
栗
原
博

美
さ
ん
（
女
性
部
活
動
体
験

発
表
の
部
）
に
決
定
し
た
。

発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の

通
り
。

に
発
表
。
日
頃
の
体
験
を
生

き
生
き
と
語
っ
た
。
会
場
か

ら
は
発
表
者
に
向
け
て
称
賛

の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、


月
に
横
浜
で
行
わ
れ
る
県
生

活
文
化
活
動
体
験
発
表
の
出

場
者
は
東
支
部
の
小
泉
裕
子

さ
ん
（
家
の
光
記
事
活
用
の

女
性
部
総
会
終
了
後
「
Ｊ

Ａ
は
だ
の
家
の
光
大
会
」
を

開
い
た
。
生
活
文
化
活
動
の

促
進
と
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
４
支
部
の
代
表

４
人
が
登
壇
し
た
。

発
表
者
は
『
家
の
光
』
の

記
事
活
用
方
法
や
女
性
部
活

動
、
自
身
の
経
験
を
テ
ー
マ

８日（火）９：～本部役員料理講習会

〃 ：30～本部役員会

17日（木）９：30～東支部「グラウンドゴルフ」

〃 13：00～北支部「ゴキブリ団子作り」

〃 14：15～北支部「健康教室」

18日（金）10：00～本町支部「親睦会（健康講話)｣

〃 10：00～ままメートクラブ

22日（火）13：00～保育ボランティア運営委員会

〃 15：00～大豆プロジェクト会議

23日（水）７：45～北支部「支部旅行（成田山)｣

29日（火）14：00～５ＪＡ審判講習会

30日（水）11：00～本町支部｢エークック料理講習会｣

〃 13：00～本町支部「ゴキブリ団子作り」

日（木）９：～第１回歩こう会

５月の女性部行事予定表５月の女性部行事予定表

【５月のイベント】

☆「ゴールデンウィークフェ

ア」

１日(火) ㈱フリーデンが大

人気のスペアリブを販売。

３日(木) ㈱オダコーの精肉

が８％引き！ピーナッツクリ

ームも販売します。

４日(金)、５日(土) ＪＡめ

ぐみのの特産品「明方ハム」

を対面販売します。

４日(金)、５日(土)、６日

(日) じばカツ、唐揚げ、コ

ロッケ、メンチコロッケを販

売します。

☆「母の日フェア」日(土)

日（日）

花束やアレンジメントを販売

します。

☆「おすすめ品」日(土)、

日（日）

㈱旭洋がお薦めの乾物などを

試食販売します。

☆「国産加工豚の日」日(土)

㈱フリーデンが、国産豚の加

工品を試食販売します。

☆「果物フェア」日(土)

日（日）

産地間提携先の果物を販売し

ます。

☆「らっきょう酢フェア」日

(土)、日(日)

さまざまな料理に使える万能

ならっきょう酢を紹介しま

す。

☆「たまごの日」毎週月、金曜

日

店頭価格から％引き。「み

くるべたまご」は除きます。

☆「試食の日」毎週火曜日

旬の野菜を使ったレシピを紹

介します。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「お肉の日」毎週木曜日

店頭価格から5％引き。

☆５月８日(火)は定休日です。

※準備の都合上、イベントが変

更になることがあります。ご

了承願います。

私
の
班
は
、
６
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
全
員
准

組
合
員
で
農
業
に
は
携
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
婦
人

会
の
活
動
や
自
治
会
の
行
事
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

私
が
女
性
部
の
活
動
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

は
、
女
性
部
運
動
会
と
支
部
活
動
の
ブ
ド
ウ
狩
り
、

年
末
に
東
京
・
築
地
へ
行
く
支
部
旅
行
で
す
。
特
に

運
動
会
は
み
ん
な
が
大
好
き
な
行
事
で
、
年
齢
を
忘

れ
て
元
気
よ
く
競
技
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
終
わ
っ

た
後
の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

南
支
部
の
大
き
な
行
事
は
、
ヘ
チ
マ
化
粧
水
作
り

と
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
作
り
で
す
。
ま
た
、
私
自
身

は
じ
ば
さ
ん
ず
に
趣
味
の
写
真
を
毎
月
展
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
活
動
し
て
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

南支部

上今川町生活班

松下
ま つ し た

眞理子
ま り こ

さん

第

回
女
性
部
総
会
を
３
月

日
、
本
所
で
開
い
た
。
部
員
ら
２
７
５
人
が
出
席

し
、
上
程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
ま
で
を
全
会
一
致
で
可
決
。
組
織
の

活
性
化
と
、
若
い
世
代
を
取
り
入
れ
た
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い

合
っ
た
。

第

回
通
常
総
会
を
開
催

第

回
通
常
総
会
を
開
催

５
月

日(

月)

午
後
１
時

分
～

秦
野
市
文
化
会
館
で

利
用
者
を
笑
顔
に
ひ
ば
り
の
会
が

生
活
用
品
贈
る

支
部
代
表
４
人
が
発
表

家
の
光

大

会

県
大
会
に
小
泉

栗
原


家
の
光
記
事
活
用
の
部
に
選
ば
れ
た
小
泉
さ
ん

女
性
部
活
動
体
験
を
発
表
す
る
栗
原
さ
ん

息
の
合
っ
た
体
操
を
披
露

若い世代と仲間づくり
女性部総会 記念講演も開催

組
織
の
活
性
化
図
ろ
う

組
織
の
活
性
化
図
ろ
う

みんなで体を動かそうＴ
Ｖ
で
ぴ
ー
な
マ
ン
体
操

ＪＡはが野女性会の猪野会長が登壇

ドライヤーを贈った会員ら（上段）

調理器具の実演を見学

臨
時
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（） 年(平成30年)月日(木曜日) 年(平成30年)月日(木曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の


